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図 2 となる。 
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が，1997年サラリー表をみる。1997年 1 月 1 日現在，


































































































わかれる。高等官 3 等ならば 1 級が適用され， 4 等
ならば 2 ， 3 級， 5 等ならば 4 ， 5 級， 6 等ならば 6 ， 
7 級， 7 等ならば 8 ， 9 ，10級が適用される。とこ
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囲給の大きさは， 3 等で 0 ％， 4 等で10％， 5 等で











































経営志林 第45巻 1 号 2008年 4 月  29 
表 1 陸軍将校のサラリー ─「陸軍給与令」1890年 
       (円)   
          
俸給 
職 務 俸 
高等官官等  甲   乙   
   1 等  2 等   1 等  2 等 
少 尉 180 216   156   奏任官 8 等 
中 尉 228  288 240  228 180 同 7 等 
大 尉 333  408 360  348 300 同 6 等 
少 佐 516 636   564   同 5 等 
中 佐 816 936   864   同 4 等 
大 佐 1,116 1,236   1,164   同 3 等 
少 将 1,800 1,800      勅任官 2 等 
中 将 2,100 2,100      勅任官 1 等 
大 将 3,000 3,000      親任官  





















表 2 陸軍将校サラリーの特徴 
 上限(円) 下限(円) 範囲給の大きさ(％) 
少 尉 396 336 18 
中 尉 408 516 27 
大 尉 708 600 18 
少 佐 1,152 1,080 6 
中 佐 1,752 1,680 4 
大 佐 2,352 2,280 3 
少 将 3,600   
中 将 4,200   
大 将 6,000   















ｄ．ほとんど一本 single rate であれば，当然に
重複はない。まさに日本の人事管理でいま
はやりの，重複のない single rate サラリー
の具現なのである。 









































に師団長 ─ 旅団長 ─ 連隊長 ─ 大隊長 ─ 中隊長 






















































































表 3 陸軍下士官・兵のサラリー ─ 1890年，月額 









 1 等 2 等 10年－  7 年－ 
曹 長 8.61 8.01 3.99 3.03 2.43 15.63 12.00 30 50 
軍 曹 6.42 5.85  2.13 1.53 8.55 5.85 46 45 
伍 長 5.07 4.53  1.53 0.90 6.60 4.53 46 45 
上 等 兵 2.64         
1■等 兵 1.20         
2■等 兵 0.90         
          
出所：“陸軍給与令”原書房刊「法令全書」，第23巻 ─ 2 ，1978年，による。 
なお，定年は，「海軍諸例則」第 4 巻（ 1 ）p.501，1897年（明治30年）“陸海軍軍人現役定限年齢の件”に
よる。 
 




































































表 5 高等文官行政科の局長クラス以上への昇進率 
    (％) 
 1910 1915 1920 1925 
主要省 内務省 54.8 47.7 40.0 45.1 
大蔵省 28.6 12.9 23.5 31.3 
農林省 18.2 14.3 26.3 64.3 
商工省    54.5 
逓信省 27.3 40.0 28.6 20.6 
鉄道省 27.3 16.7 25.0 7.9 
小 計 (含文部省) 30.7 36.6 32.1 32.7 
小計／高文合格者計 77.7 52.2 71.8 51.7 
民間企業就職者／高文合格者計 0.8 18.4 5.4 14.2 







































































































































































































表 6 手代のサラリー ─ 1816年 
 銀(匁) 範囲給の大きさ 
平手代 1 年目 210 100 
平手代 2 年目 220  
同   3 年目 230  
同   4 年目 240  
同   5 年目 250  
相 談 役 270  
筆 頭 300 145 
上 座 350 100 
役 頭 450 129 
組 頭  1  年 目 750 100 
同   2  年 目 750  
同   3  年 目 900  
同   4  年 目 1,200  
同   5  年 目 1,500  
同   6  年 目 (1,800) 140 
支配人 1 年目 1,800 100 
同   2 年目 1,950  
同   3 年目 2,100  
同   4 年目 2,400  
同   5 年目 2,700  
支配人役通勤 3,230 179 
   
出所：西坂［2006］p.165。 
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ば社内資格ごとに，ひとつの pay grade が対応し基
本給 basic pay がきまっている。その社内資格の数
すなわち pay grade の数は，将校で10，ほとんど日
本の軍と共通するが，わずかに准将 ─ 少将と大佐
の間 ─ がある分日本よりひとつ多い。 



















































尉は 4 つの pay grade にわかれ，かりにそれを通算
すれば，じつに将校の少尉クラスから中佐レベル





















「 Senior Lecturer 上級講師」「Lecturer 講師」
「Assistant Lecturer 助講師」の 5 ランクであった。
学科 Department に10人教員がいれば，うちひとり
が Professor，かれがずっと学科長である。あと 1 人
ほどが Reader か Senior Lecturer であった。ほぼ 6 





とえばロンドン大学経済学部（London School of 








Professor で，それにつぐ Associate Professor もか
つての英の Readerや Senior Lecturerなみに少なく，
そうでない人が大半なのだ。だから，たとえばオ
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付表 1 英大学教員のサラリー ─ 1966年 
           
経験年数 
資 格 
Assistant Lecturer Lecturer Senior Lecturer, Reader Professor 






ポンド ポンド ポンド ポンド ポンド ポンド ポンド 
1 1,105  1,470 100  2,520 100  3,570 100 
2 1,180 75 1,560  90 2,635  115 
. . .  
3 1,340 80 1,650  90 2,750  115 4,990 140 
4   1,740  90 2,865  115   
5   1,830  90 2,980  115   
6   1,920  90 3,100  105   
7   2,010  90 3,205  105   
8   2,095  85 3,310  105   
9   2,180  85 3,415 136 105   
10   2,270  90      
11   2,360  90      
12   2,450  90      
13   2,540  90      
14   2,630 179 90      
           



































Senior Lecturer と Reader は適用されるサラリー
表が同じで， 9 年間だけ昇給する。年々の昇給率




































































付表 2 日本公務員サラリー，1957年 
号俸 
等 級 
1 等級 2 等級 3等級 
次官 局長，部長 課長 
俸給月額 指数 俸給月額 昇給期間 (月数) 指数 俸給月額 
昇給期間 
(月数) 指数 
1 57,600 100 42,200 12 100 30,300 12 100 
2 60,000  44,400 12  32,000 12  
3 62,400  46,600 12  33,700 12  
4 64,800  48,800 12  35,400 12  
5 67,200  51,000 12  37,100 12  
6 69,600  53,200 12  38,800 12  
7 72,000 125 55,400 15  40,500 12  
8   57,600 18  42,200 15  
9   60,000 21  44,000 18  
10   62,400 24 153 46,600 21  
11   64,800   48,800 24  
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号俸 
等 級 
4 等級 5 等級 6等級 
課長補佐 係長 主任 
俸給月額 昇給期間 (月数) 指数 俸給月額 
昇給期間 
(月数) 指数 俸給月額 
昇給期間 
(月数) 指数 
1 20,300 12 100 15,300 12 100 11,400 12 100 
2 21,400 12  16,300 12  12,300 12  
3 22,600 12  17,300 12  13,300 12  
4 23,800 12  18,300 12  14,300 12  
5 25,000 12  19,300 12  15,300 12  
6 26,200 12  20,300 12  16,300 12  
7 27,500 12  21,400 12  17,300 12  
8 28,900 12  22,600 15  18,300 12  
9 30,300 12  23,800 15  19,300 15  
10 32,000 15  25,000 15  20,300 15  
11 33,700 15  26,200 18  21,400 18  
12 35,400 18  27,500 21  22,600 18  
13 37,100 21  28,900 24  23,800 21  
14 38,800 24  30,300  198 25,000 24  




7 等級 8 等級 
上級係員 初級係員 
俸給月額 昇給期間 (月数) 指数 俸給月額 
昇給期間 
(月数) 指数 
1 9,200 12 100 6,100 12 100 
2 9,800 12  6,300 12  
3 10,600 12  6,600 12  
4 11,400 12  7,000 12  
5 12,300 12  7,400 12  
6 13,300 12  8,000 12  
7 14,300 12  8,600 12  
8 15,300 12  9,200 12  
9 16,300 12  9,800 12  
10 17,300 15  10,600 15  
11 18,300 18  11,400 18  
12 19,300 18  12,300 18  
13 20,300 21  13,300 21  
14 21,400 24  14,300 24  
15 22,600  246 15,300  251 
出所：稲継［2005］pp.156－7．なお指数は小池が追加した。 
 
付表 3 米連邦公務員サラリー，1997年（一般俸給表 GS general schedule） 
号俸 
等 級 
GS－1  GS－2 GS－3 GS－4 GS－5 GS－6 
年俸(ドル) 
1 13,570  15,256 16,647 18,687 20,908 23,305 
2 14,022  15,620 17,202 19,311 21,605 24,082 
3 14,473  16,125 17,757 19,934 22,302 24,858 
4 14,923  16,553 18,312 20,558 23,000 25,635 
5 15,376  16,739 18,866 21,181 23,697 26,411 
6 15,640  17,232 19,421 21,804 24,394 27,188 
7 16,085  17,725 19,976 22,428 25,092 27,964 
8 16,533  18,217 20,531 23,051 25,789 28,741 
9 16,533 (ママ) 18,710 21,086 23,675 26,486 29,517 




25  26 30 30 30 30 
重複度 
(％) 12  9 12 12 11 11  
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号俸 
等 級 
中略 GS－12 GS－13 GS－14 GS－15 
年俸(ドル) 
1  45,938 54,629 64,555 75,935 
2  47,471 56,450 66,707 78,466 
3  49,003 58,271 68,859 80,997 
4  50,534 60,692 71,011 83,528 
5  52,066 61,913 73,163 86,059 
6  53,598 63,734 75,314 88,590 
7  55,130 65,555 77,466 91,121 
8  56,661 67,375 79,618 93,652 
9  58,193 69,196 81,770 96,183 




 30 30 30 30 
重複度 



















任官以上で 3 ， 4 にすぎない。それでは英は範囲給，
日は上がり方を比べた可能性がのこる。 








 4) Stieber[1959］がその金字塔である。 
 5) 当時 1 俵は3.5斗，他方 1 石は10斗なのだが，前者
はいわば手取りであり，後者は名目上それだけの米
を生産する土地の持ち主というにすぎず， 1 石からの
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